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国分寺市温室効果ガス排出量算定結果（令和４年度実績） 

 

このたび，市の事務及び事業から排出される二酸化炭素等の温室効果ガス排出量（令

和４年度実績）の算定結果を取りまとめたため，報告します。 

 

１ 国分寺市における温室効果ガス排出量削減への取組 
 

地方公共団体は，地球温暖化対策の推進に関する法律（平成 10年法律第 117号）第

21条(地方公共団体実行計画等)において，地方公共団体の事務及び事業に伴う温室効

果ガスの排出抑制のための実行計画の策定，地方公共団体の事務及び事業に伴う温室効

果ガス総排出量（以下，「総排出量」という。）の公表等が義務付けられています。 

市では，平成 18年３月に「国分寺市地球温暖化防止行動計画」を策定して以降，継

続して温室効果ガス排出量の削減に取り組んでおり，平成 31年３月には「第四次国分

寺市地球温暖化防止行動計画」（以下，「第四次計画」という。）を策定しました。 

第四次計画では，市の事務及び事業に伴う温室効果ガス排出量を基準年度（平成 25

年度）の排出量（以下，「基準排出量」という。）6,947 t-CO2に対し，令和５年度ま

での５年間で 16.7％（1,160 t-CO2）削減することとしています。 

第四次計画までの削減目標と達成状況については下表のとおりです。 

 

＜計画概要の推移＞ 

 計画期間 基準年度 削減目標と達成状況 

 

第一次計画 

 

平成 

18～23 

年度 

 

平成16年度 

【削減目標】 

平成16年度総排出量（20,439.2 t-CO2）に対し平成23年度ま

でに６％（1,226.4 t-CO2）の削減 

【達成状況】 

平成23年度総排出量において35.6％（13,157 t-CO2）削減し

目標達成 

 

第二次計画 

 

平成 

24・25 

年度 

 

平成22年度 

【削減目標】 

平成22年度総排出量（15,279.2 t-CO2）に対し，年度ごとに

１％ずつ削減し，平成25年度までに合計２％（305.6 t-

CO2）の削減 

【達成状況】 

平成24年度総排出量において5.5％（834 t-CO2）の削減 

平成25年度総排出量において0.2％（25 t-CO2）の削減 

２年度の合計で5.7％削減し目標達成 

 

第三次計画 

 

平成 

26～30 

年度 

 

平成24年度 

【削減目標】 

平成24年度総排出量（10,443 t-CO2）に対し平成30年度まで

に15％(1,566 t-CO2）以上の削減 

【達成状況】 

平成30年度総排出量において10.0％（11,484 t-CO2）増加し

目標未達成 

 

第四次計画 

 

令和 

元～５ 

年度 

 

平成25年度 

【削減目標】 

平成25年度総排出量（6,947 t-CO2）に対し令和５年度まで

に16.7％(1,160 t-CO2）の削減 

【達成状況】 

令和４年度総排出量において4.9％（342 t-CO2）削減 
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２ 令和４年度の温室効果ガス排出量結果 
 

令和４年度の基礎排出量※１は約 6,596t-CO2，調整後排出量※２は約 6,605t-CO2 となり

ました。また，基準排出量 6,947 t-CO2 に対しては，基礎排出量は 5.1％（約 351 t-

CO2），調整後排出量は 4.9％（約 342t-CO2）の削減となりました。 

令和３年度（前年度）比では，総排出量（調整後排出量）である 6,229 t-CO2 に対し

て，6.0％（約 376 t-CO2）の増加となっています。 

第四次計画では，基準排出量 6,947t-CO2に対し，令和５年度までに 16.7％（1,160ｔ

-CO2）削減し，総排出量を 5,787ｔ-CO2 以下にすることを目標としています。このため，

目標を達成するためにはさらに約 818t-CO2削減する必要があります。 
 

  

排出量（t-CO2） 

総排出量 増減量 

（基準年度比) 

第四次計画目標を達成す

るために要する削減量 

基準年度排出量（平成 25年度） 6,947    
令和４年度基礎排出量 6,596  -351  -809  

令和４年度調整後排出量（総排出量） 6,605  -342  -818  

第四次計画目標値 5,787  -1,160   

※  各数値は，小数点以下の端数処理の関係上，合計の値等と一致していない場合があります。 

※１ 基礎排出量とは，基礎排出係数（電気事業者がそれぞれ供給（小売り）した電気の発電に伴う燃料の

燃焼により排出されたCO2の量を，当該電気事業者が供給（小売り）した電力量で除して算出した係

数）を使用して算出した排出量のことです。  

※２ 調整後排出量とは，調整後排出係数（電気事業者の実 CO2排出量に，固定価格買取制度による買取費用

の負担に応じた調整分や，京都メカニズムクレジット等の控除分を反映し，当該電気事業者が供給

（小売り）した電気量で除して算出した係数）を使用して算出した排出量のことです。本資料におい

ては，数値の混同を避けることや，再生可能エネルギー電力の調達といった取組を反映するため，調

整後排出量を市の総排出量としています。 

 

 

３ 数値の変動の主たる要因と課題 

（１）公共施設等の通常運営の再開 
 

令和３年度下半期以降は新型コロナウイルス感染症の対策を講じながら，公共施設を

開館し，貸出等を行ったため，令和２年度と比較して，稼働日数が増加となりました。 

 これに加えて令和４年度は公共施設の夜間利用の使用が再開され，稼働時間が増加し

たことからエネルギー使用量が増加しました。 

 

（２）電気事業者別排出係数の変化 
 

温室効果ガス排出量の算定には，各エネルギーの使用量に排出係数を乗じて算出しま

す（P.10「１ 温室効果ガスの排出量の算出方法」参照）。 

令和４年度のエネルギー使用量は，公共施設等の稼働時間の増加等に伴い，施設で使
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用する電気と都市ガスの使用量が前年度より増加しており，増加率は平均 3.3％となっ

ています。これに対し，施設で排出される温室効果ガスは前年度比で 6.0％（約 376t-

CO2）の増加となりました。 

この要因としては，各施設で契約している電気事業者において，前年度に比べて排出

係数が増加したことが挙げられます。仮に排出係数が前年度と同様であった場合，前年

度比で 4.8％（約 266t-CO2）の増加にとどまることから，温室効果ガスの増減を把握す

る上で，契約している電気事業者の排出係数は重要な要素の一つとなります。 

    

 

（３）電力小売全面自由化を踏まえた今後の課題 
 

市では，平成 25 年度には一部の公共施設における電力供給事業者を電気一般事業者

である東京電力エナジーパートナーズ株式会社（旧 東京電力株式会社）から特定規模

電気事業者（ＰＰＳ）に変更しています。また，平成 25 年度と令和４年度とでは異な

る電力供給事業者であったことから，それぞれの事業者の排出係数を用いて算定してい

ます。 

平成 28 年４月から電力小売全面自由化が開始され，全ての施設において当該施設の

特性や利用の状況に照らし電力供給事業者を選択することが可能となったことから，各

施設管理者が各電力供給事業者の排出係数等を把握し，その環境性を重要視した選択が

行えるよう，各事業者の排出係数等を把握するとともに，情報の共有化を進める必要が

あります。 
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４ 令和４年度の排出量データ 

（１） 温室効果ガス総排出量（ガス種類別） 

 

温室効果ガス 

排出量 

令和４年度 

実績値 

（t-CO2） 

令和４年度 

構成比 

（％） 

基準年度排出量 

＜平成 25年度＞ 

（t-CO2） 

【参考】 

令和３年度 

実績値 

（t-CO2） 

二酸化炭素 CO2 6,601.9 99.96 6,942.9 6,226.0 

メタン CH4 0.1 0.01 0.3 0.1 

一酸化二窒素 N2O 1.6 0.02 2.5 1.5 

ハイドロフルオロカーボン HFC 1.3 0.02 1.3 1.3 

パーフルオロカーボン PFC ― ― ― ― 

六フッ化硫黄 SF6 ― ― ― ― 

三フッ化窒素 NF3 ― ― ― ― 

総計 6,604.8 100.0 6,947.0 6,228.8 

※表内の数値は小数点以下の端数処理の関係上，合計の値と一致していない場合があります。 
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（２）発生源別の温室効果ガス排出量 
 

発生源 

温室効果ガス排出量 

令和４年度 

実績値 

（t-CO2） 

令和４年度 

構成比 

（％） 

基準年度排出量 

＜平成 25年度＞ 

（t-CO2） 

【参考】 

令和３年度 

実績値 

（t-CO2） 

電気 4,467.7 67.6% 5,643 4,197.3  

都市ガス 2,054.5 31.1% 1,091 1,946.8  

灯油 0.1 0.0% 68 0.1  

その他（ＬＰガス・軽油） 6.4 0.1% 32 11.3  

車両（走行量・燃料） 76.1 1.2% 113 73.3  

合   計 6,604.8 100.0% 6,947 6,228.8  

※表内の数値は小数点以下の端数処理の関係上，合計の値と一致していない場合があります。 

 

 

 

 

 

（３）発生源別のエネルギー使用量等 

項目 

 使用量 

令和４年度 

実績値 

基準年度 

使用量 

（平成 25年

度） 

増減量 増減率 

（％） 

【参考】 

令和３年度 

実績値 
（平成 25年度比） 

電気使用量 (kWh) 10,067,635 10,770,147 -702,512 -6.5% 8,720,347 

都市ガス (㎥) 921,303 503,954 417,349 82.8% 872,985 

灯油 （ℓ） 36 27,257 -27,221 -99.9% 54 

その他（ＬＰガス） （㎏） 2,120 10,690 -8,570 -80.2% 3,776 

車両走行量 (㎞) 249,597 355,037 -105,440 -29.7% 240,402 

（車両燃料） (ℓ) 30,909 46,912 -16,003 -34.1% 29,710 

※表内の数値は小数点以下の端数処理の関係上，合計の値と一致していない場合があります。 
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（４）温室効果ガス総排出量実績比較 

  

排出量 

総排出量 

（t-CO2） 

増減率 

（％） 

増減量 

＜基準年度比＞ 

（t-CO2） 

第四次計画目標を

達成するために要

する削減量 

（t-CO2） 

基準年度排出量 

（平成 25年度） 6,947     

令和３年度実績値 
6,229  -10.3  -718  -442  

令和４年度実績値  
6,605 -4.9  -342  -818  

第四次計画目標値 
5,787  -16.7  -1,160   

 

 

 

■温室効果ガス総排出量の基準年度・目標値に対する増減率の比較 

 
 

 

基準年度比 

-4.9％ 
基準年度比 

-10.3％ 【削減目標】 

基準年度比 

-16.7％ 
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 （５）施設を管理する課別の温室効果ガス排出量一覧 

 
 

 
 
 
※表内の数値は小数点第２位を四捨五入して処理した関係上，合計値と一致していない場合があります。 

※対象施設が基準年度（平成25年度）に設立していなかった場合についても，所管課で当該年度に異なる施

設を管理していた場合は，当該年度に管理していた施設の排出量等をＢ欄「基準年度（平成25年度）排出

量」に記載しています。 
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（６）施設を管理する課別のエネルギー使用量一覧 

 
 

 
 

 

※表内の数値は小数点第２位を四捨五入して処理した関係上，合計値と一致していない場合があります。 

※対象施設が基準年度（平成25年度）に設立していなかった場合についても，所管課で当該年度に異なる施設

を管理していた場合は，当該年度に管理していた施設の排出量等をＢ欄「基準年度（平成25年度）排出量」

に記載しています。 
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【巻末資料】 

 

１ 温室効果ガスの排出量の算出方法 
以下に温室効果ガスの排出量を算出するための計算式を掲載します。エネルギー使用量

や一般廃棄物処理量に排出係数を乗じて，二酸化炭素（ＣＯ２），メタン（ＣＨ４），一酸

化二窒素（Ｎ２Ｏ）の排出量をそれぞれ算出します。 

最終的にはＣＯ２排出量換算として集計するため，メタン（ＣＨ４）排出量×25（ＣＯ２

換算係数），一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ）排出量×298（ＣＯ２換算係数），ハイドロフルオロ

カーボン（ＨＦＣ）排出量×1,430（ＣＯ２換算係数）を乗じて，これらの排出量と二酸

化炭素（ＣＯ２）排出量を合わせて，温室効果ガス総排出量（二酸化炭素換算量）を計上

します。 

 

 

【計算式】 

（燃料使用の場合〔車両による燃料使用量を含みます〕） 

 

   ＣＯ２排出量＝エネルギー使用量（電気・ガスなど） × 排出係数（エネルギー別） 

   

 

（自動車の走行の場合） 

   ＣＯ２排 出 量＝ 自動車の走行距離数 （㎞）× 排出係数（車種で異なる） 
 
 

Ｃ Ｈ 4 排 出 量＝ 自動車の走行距離数 （㎞）× 排出係数（車種で異なる） 

ＣＯ２排出換算量＝ ＣＨ4排出量×25（ＣＯ２換算係数） 
 
 

Ｎ 2 Ｏ 排 出 量＝ 自動車の走行距離数 （㎞）× 排出係数（車種で異なる） 

ＣＯ２排出換算量＝ Ｎ2Ｏ排出量×298（ＣＯ２換算係数） 
 
 

Ｈ Ｆ Ｃ 排 出 量＝ 自動車の台数 （台）× 排出係数 

ＣＯ２排出換算量＝ ＨＦＣ排出量×1,430（ＣＯ２換算係数） 
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２ 排出係数 

（１）二酸化炭素（ＣＯ２） 

燃 料 単 位 排出係数 

電 気 ㎏CO2/kWh 
毎年環境省から公表される電気事業者ごとの

排出係数に基づき算出します。 

都市ガス ㎏CO2/㎥ 2.23 

灯 油 ㎏CO2/L       2.49 

ＬＰガス ㎏CO2/㎏ 3.00 

ガソリン ㎏CO2/L 2.32 

軽 油 ㎏CO2/L 2.58 

天然ガス ㎏CO2/㎥ 2.22 

 

（2）メタン（ＣＨ４） 

燃 料 用 途 単 位 排出係数 

ガソリン 普通・小型乗用

車 

㎏CO2/㎞ 0.000010 

軽 乗 用 車 ㎏CO2/㎞ 0.000010 

普 通 貨 物 車 ㎏CO2/㎞ 0.000035 

小 型 貨 物 車 ㎏CO2/㎞ 0.000015 

軽 貨 物 車 ㎏CO2/㎞ 0.000011 

軽 油 普 通 貨 物 車 ㎏CO2/㎞ 0.000015 

小 型 貨 物 車 ㎏CO2/㎞ 0.0000076 

特 殊 用 途 車 ㎏CO2/㎞ 0.000013 

天然ガス 普 通 貨 物 車 ㎏CO2/㎞ 0.000366 

小 型 貨 物 車 ㎏CO2/㎞ 0.0000084 

 

（3）一酸化二窒素（Ｎ２Ｏ） 

燃 料 用 途 単 位 排出係数 

ガソリン 普通・小型乗用

車 

㎏N2O /㎞ 0.000029 

軽 乗 用 車 ㎏N2O /㎞ 0.000022 

普 通 貨 物 車 ㎏N2O /㎞ 0.000039 

小 型 貨 物 車 ㎏N2O /㎞ 0.000026 

軽 貨 物 車 ㎏N2O /㎞ 0.000022 

軽 油 普 通 貨 物 車 ㎏N2O /㎞ 0.000014 

小 型 貨 物 車 ㎏N2O /㎞ 0.000009 

特 殊 用 途 車 ㎏N2O /㎞ 0.000025 

天然ガス 普 通 貨 物 車 ㎏N2O /㎞ 0.0000128 

小 型 貨 物 車 ㎏N2O /㎞ 0.0000002 

 

（4）ハイドロフルオロカーボン（ＨＦＣ） 

発生源 単 位 排出係数 

車 両 ㎏HFC /台 0.088 

 


